
７章では、水中の溶存態放射性'(のモニタリング（前処理）手法について記述す
る。溶存態の放射性'(の前処理とは、具体的には"1〜!,1（時には$,,1）の原水
試料中に含まれる溶存態放射性'(を、水もしくは別の媒体中に濃縮し、原水よりも
放射性'(濃度が高い液体または固体試料を得ることである。濃縮することにより、
ゲルマニウム半導体検出器等を用いたガンマ線スペクトロメトリーによる濃度測定
に必要な分析時間が大幅に短縮され、原水のままでは検出限界以下の低濃度の
測定値を得ることが可能となる。
具体的には、蒸発濃縮法、リンモリブデン酸アンモニア（QR=）法、固相ディスク

抽出法、プルシアンブルー（=.）フィルターカートリッジ法、イオン交換樹脂法の&手
法があり、それぞれの方法により測定に供される試料の形状や容器は異なる。これ
らの分析法について、方法の概要、放射性'(の回収率、必要な資機材、操作手順、
分析方法、参考資料および文献について整理した。
これらの分析法の適用においては、４章で示す方法を用いた固液分離により、懸

濁物質が取り除かれた後のろ液を対象にすることを前提としている。分析法によっ
ては、固液分離と溶存態濃縮（前処理）がセットで提供される手法もある。
なお、本章では、参画機関において実際に実施されている方法の情報提供を目

的としている。そのため、記載された各方法ついてのマニュアルではないことに注意
されたい。
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７-１節では、水中の溶存態放射性'(の回収する「蒸発濃縮法」について説明す
る。
技術資料「環境放射能モニタリングのための水中の放射性セシウムの前処理

法・分析法、!,$"年)月発行」では、「%-#蒸発濃縮法」に説明されている。
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蒸発濃縮法は、降下物（雨水、ちり）、淡水、海水中の放射性物質を分析する際
の測定試料調製方法として、従来から多く使われている。水中の溶存態放射性'(
を分析するためには、蒸発濃縮を行う前にろ過等の前処理が必要であるが、本節
では、固液分離後のろ液試料から出発して測定容器に入れるまでの処理方法につ
いて述べる。
本手法は、放射性'(の沸点が水の沸点と比べて高いことを利用し、試料を加熱

することで水を蒸発させ、放射性'(を濃縮する方法である。使用する器具等は、一
般的な科学実験で使用するもので対応できるため、多くの機関において、低コストで
容易に実施可能である。
（$） 試料を沸騰させるために、ガスバーナー、または電熱器、ホットレートと、蒸

発皿、ビーカーが必要である。
（!） 長時間沸騰させる必要があるため、他の手法と比べ、ガスまたは、電気代が

かかる。
（#）東日本大震災後に開発された手法と比べ、分析時間を要するため、分析を

他機関に依頼する場合は、比較的費用がかかる。
（%） 一般的な科学実験で使用するもので対応できるため、初心者も容易に実施

可能である。
（"） 濃縮作業時間は、使用する資機材、季節などによって異なる。たとえば、ス

クラバー付のドラフトチャンバー（`H9G86製，`eD$$QV）内にホットプレート（Q2Da65
製，A'D$!,,N）を設置し、!1ビーカー（?HM:8製，硼珪酸ガラス!1）#つを用いて、
!,1の試料を蒸発濃縮時に試料の温度を*,j〜+,jで行った場合、ろ過などの前
処理を除き加熱時間のみで約*!時間が必要である。
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（$） コンタミが少ない場所で、一般的な科学実験で使用するもので対応できる。
（!） ビーカーの種類（ガラス製、ステンレス製）、大きさ、蒸発皿の種類によって、

蒸発時間が異なる。
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本手順は、文部科学省が$)+!年に発行した「ゲルマニウム半導体検出器等を用
いる機器分析のための試料の前処理法、放射能測定法シリーズ１３」の4-&から追
記（赤字）、削除（注意点に移動）を行い、作成している。
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>$B コンタミが少ないドラフトチャンバー内のような場所にガスバーナー・電熱器・
ホットプレートを設置する。
>!B コンタミを防ぐため、手袋を着用し試料の一部を磁製蒸発皿またはビーカー

に移す。
>#B サンプルの量が多い場合は、作業効率を考慮してステンレス寸胴等を用いれ

ば、時間を短縮できる。
>%B液量が減ったらビーカー等に移し替える。
>"B ガスバーナーまたは電熱器、ホットプレート等を用いて突沸しないように気を

つけながら穏やかに加熱する。
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>&B 加熱温度は、たとえばガラス製ビーカーとホットプレートの場合、加熱中に手
でビーカーを触っても熱くないように設定する。
>*B液量が約半分程度になったら残っている試料を加え、加熱を続ける。
>+B 濃縮試料が少量になったなら、小さい磁製蒸発皿・ビーカー等に移し替えてさ

らに加熱する。最初から複数の小さい磁製蒸発皿・ビーカーを用いた場合は、一つ
にまとめる。
>)B濃縮に使用した磁製蒸発皿・ビーカーは、少量の蒸留水あるいは試料の一部

で洗浄し濃縮液に加える。また、塩類が析出している場合には、ポリスマンまたはシ
リコン製ヘラなどを用いてよくこすり、洗浄して濃縮液に加える。
>$,B !1程度になれば、濃縮された試料を冷まし、すぐ測定する場合はマリネリ容

器に、測定しない場合はポリ容器に入れて冷蔵保管する。
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>$$B コンタミが起きない場所を選定し、測定試料、マリネリ容器、内袋、外袋、手
袋、蒸留水、ガラス棒、はかりなどを準備する。
>$!Bマリネリ容器のコンタミを防ぐために、マリネリ用の内袋を裏返す。
>$#B 内袋とマリネリ容器の間になるべく空気が入らないように注意しながら内袋

をマリネリに入れる。
>$%B 冷蔵保管されていた試料は結露するため、マリネリ容器に入れる前に常温

に戻して、ビーカーやポリ容器の試料を十分に混合した後、マリネリ容器に入れる。
>$"Bマリネリ容器と内袋の隙間に空気が入っているか確認する。
>$&Bマリネリ容器と内袋の隙間に空気が入っている場合は、ガラス棒などを用い

て、隙間の空気を減らす。
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>$*B ガラス棒などを用いてマリネリ容器の底の内袋を少しずつ押すと、徐々に隙
間を減らすことができる。
>$+B 濃縮後の量が!1以下の場合は、蒸留水を加えて、マリネリ容器内の試料を

! 1までメスアップする。
>$)B さらに濃縮の必要があれば、赤外線ランプ等を使用した加熱濃縮、あるい

は約&,jで熱風乾燥濃縮を実施する。この場合、計数効率の補正が必要である。
>!,B マリネリ容器の蓋を締めて密封し>必要なら接着剤を使用するB、測定試料と

する。
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>$B 本手法は、低コストで前処理が可能で回収率が高い手法（ほぼ全量を回収で
きる）ではあるが、濃縮処理に時間と手間を要することから、サンプル数が少ない場
合に適している。
>!B>#B>%B 濃縮作業時間は、使用する資機材、季節などによって異なる。容量が

少ないほど、電熱器等に接する面積が高いほど、濃縮時間が短縮できるが、その
一方で管理に手間がかかるため、作業環境に応じて機器を選別する必要がある。
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７-!節では、水中の溶存態放射性'(を回収する「QR=法」について説明する。
技術資料「環境放射能モニタリングのための水中の放射性セシウムの前処理

法・分析法、!,$"年)月発行」では、「#-%リンモリブデン酸アンモニウム（QR=）法」
に説明されている。
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リンモリブデン酸アンモニウム（Q<<86:3< =K8(4K8<89Td7HG5@ QR=）が特異
的に'(を吸着することを利用した方法である。QR=は水溶液に可溶性のため、比
較的溶解速度が遅い4?$以下の酸性溶液において溶存'(を吸着した後、ろ過を行
いQR=を回収し、この試料を測定する方法である。淡水のみならず海水にも適応で
き、放射能測定シリーズ#の「放射性'(分析法」においては、陸水や海水、土壌や
降下物などの様々な試料についての前処理法についても記載されている。
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使用する資機材は以下の通りである。
ポリ容器もしくはビーカー
撹拌機
アルミホイルもしくはラップ
定量用ろ紙（.もしくは'）
吸引瓶およびアスピレーター
漏斗
重量計
デシケーターもしくは乾燥機
リンモリブデン酸アンモニウム
4?調整用硝酸もしくは濃塩酸
担体を使用する場合は塩化'(溶液
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本手順は、文部科学省が発行した「ゲルマニウム半導体検出器等を用いる機器
分析のための試料の前処理法、放射能測定法シリーズ１３（$)+!年）」、「放射性セ
シウム分析法、放射能測定法シリーズ３（$)*&年）」および水中の放射性セシウム
のモニタリング手法に関する技術資料検討委員会が作成した「環境放射能モニタリ
ングのための水中の放射性セシウムの前処理法・分析法（!,$"年）」を参考に作成
している。各資料で詳しい手順が異なるが、共通する内容は以下の通りである。

>$B 酸性にした水試料に一定量のリンモリブデン酸アンモニウム（QR=）を入れ、
よく撹拌する。
>!B試料中のQR=を沈殿させるため、静置する。
>#B沈殿したQR=をろ過し、回収する。
>%B QR=を測定容器に移し、測定試料とする。
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各資料による濃縮手順の主な違いは、試料の酸性化の方法、担体使用の有無、
撹拌時間、濾紙の種類、沈殿物の乾燥方法等である。
詳細な違いを表にまとめる。

なお、放射能測定シリーズ13（Geを用いる前処理法, 1982）は、酸性にした試料
にリンモリブデン酸アンモニウムを加えてセシウムを捕集したのち、ろ液を塩基性と
し二酸化マンガンを加えてマンガン、鉄、コバルト、亜鉛、ジルコニウム、ニオブ、ル
テニウム、セリウムの放射性核種を捕集する作業を含む。この表では、リンモリブデ
ン酸アンモニウムを用いたセシウムの捕集工程のみ抜粋した。
文科省シリーズ3（放射性Cs分析法, 1976）は、陸水や海水だけでなく土壌や降下

物など様々な試料を対象としている。また、放射性Csは、β線カウンターによる測定
を想定しているため、試料中の放射性CsをAMPに吸着後溶解し、137Cs以外のβ線
核種（210Pbや40K等）を除去して、白金酸Csの沈殿している。この表では、Ge検出
器での測定に必要な工程のみ抜粋した。

*Q8TH<Hら（!,,+）の手法は、「環境放射能モニタリングのための水中の放射性
セシウムの前処理法・分析法、!,$"年)月発行」の、「#-%リンモリブデン酸アンモニ
ウム（QR=）法」で説明されている。
n引用文献o
$．R- Q8TH<H@ V- ?:M8(5 >!,,+B Q6H9T(:( 8J A6L:M86<56GH9 _H7:863I9:75(@ =-

=- =8L:65I A7-@ i89- $$@ 44- $#*
２．廣瀬勝己、海洋の放射性物質の動態と計測（ぶんせき、!,$$年+月号）
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$- ダスト等による影響が小さい場所に（注$B、ポリエチレン製などの容器を設置し
て重量を測定した試料（q$,OS）を移し、4?が約１になるよう硝酸（注!B、担体を
加える >注#B。 撹拌機で!時間撹拌する（写真①）。撹拌中に水試料へダスト等
が付加されないよう、アルミホイル等で容器に覆いをする。

!- リンモリブデン酸アンモニウム（QR=）を添加し>注%B、１時間よく撹拌する。撹拌
中に水試料へダスト等が付加されないよう、アルミホイル等で容器に覆いをする。

#- QR=を沈殿させるため、一晩静置する>注"B（写真②）。放置中にダスト等が混
入しないよう、容器に覆いをする。

%- "種'ろ紙を用いて、分離型フィルターとブフナー漏斗で吸引ろ過を行う>注&B（写
真③）。

"- デシケーター（室温）で乾燥させる>注*B（写真④）。コンタミに注意する。
&- 乾燥したQR=をgD+等の測定容器に移し、測定試料とする（写真⑤）。
*- QR=沈殿の回収後のろ液中の溶存態'(を測定し、回収率を求める。
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$- ダスト等による影響が小さい場所に、ビーカー数個を設置して試料（!,1）を移し、
試料採取時に酸添加および保管容器の洗浄により4?が１程度になった試料溶
液（注$）に撹拌機をセットする（写真①左）。試料溶液中または作業環境中の放
射性核種濃度の差が大きい場合などは、撹拌中に水試料へダスト等が付加さ
れないようラップ等で容器に覆いをする。

!- リンモリブデン酸アンモニウム（QR=）を添加し>注!B、スタラーで#,分間撹拌す
る（写真①右）。

#- QR=を沈殿させるため、一晩静置する>注#B（写真②）。放置中にダスト等が混
入しないよう、容器はラップなどで覆いをする。

%- "種.ろ紙を用いて、分離型フィルターとブフナー漏斗で吸引ろ過を行う>注%B（写
真③）。ろ過の前に、上澄み液はデカンテーション（傾斜法）で捨てる。

"- ろ過後、QR=がのったろ紙を引っくり返して測定容器に移し、純水で湿潤させて
軽く振とうさせるとQR=沈殿が液状化現象を起こすので、これで測定容器の外
周との隙間を埋める>注"B（写真④右）。

&- 測定容器内の余分な水分を乾燥器で&"j～+,j、$,分から#,分、乾燥させる。
この時、乾燥させ過ぎて、ろ紙がQR=沈殿から浮き上がると試料の高さに影響
するため、浮き上がらないように注意する。>注&B（写真④右）。

*- 乾燥器から取り出した測定容器を空冷し、その後、蓋をして測定試料とする（写
真④左）。
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７-３節では、水中の溶存態放射性'(を回収する「=.カートリッジ法」について説
明する。
技術資料「環境放射能モニタリングのための水中の放射性セシウムの前処理

法・分析法、!,$"年)月発行」では、「#-&プルシアンブルー（=.）フィルターカートリッ
ジ法」に説明されている。
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（$） 資機材としては、溶存態放射性'(を回収する=.カートリッジ、=.カートリッ
ジを回収するフィルターハウジング、通水ポンプ等から構成される。
（!）フィルターハウジング、送液チューブ、ポンプの一体型装置も市販されてい
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（$）=.カートリッジは、通常のプルシアンブルー、亜鉛置換体プルシアンブルー、
銅置換体プルシアンブルーの#種類が存在する。
（!）ここでは、性能が良い亜鉛置換体プルシアンブルー、銅置換体のプルシアン

ブルーを使用する。
（#）プルシアンブルーを担持させた不織布（高さ %I<、長さ %+,I<）をロール状

にして、カートリッジ内に封入している。
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（$）亜鉛置換体=.カートリッジの通水速度、4?に対する基本的な性能を示す。
（!）通水速度が!-" 10<:6でも)*U以上の溶存態放射性'(の回収が可能である。
（#）4?が#〜$,までの範囲で)"U以上の溶存態放射性'(の回収が可能である。
（%）$,,1程度までの通水量であれば、平均)"U以上の溶存態放射性'(の回収

が可能である。
（"）銅置換体=.カートリッジは、亜鉛置換体=.カートリッジよりも性能が良い。
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本手順は、産業技術総合研究所「水中の放射性セシウム回収システム「迅速くん
」操作マニュアル」（!,$"年）、および技術資料「環境放射能モニタリングのための水
中の放射性セシウムの前処理法・分析法」（!,$"年）の内容を一部改定して作成し
ている。
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①カートリッジフィルタをハウジングに装着します。一番下には22カートリッジを、
下から二番目にプルシアンブルーカートリッジを入れる。
②給水チューブを環境水が入った水タンク内に挿入する。
③所定流量になるようにポンプをひねり、通水開始します。通水は!-"10分を基本

としする。
④各ハウジングまで水が到達したら、ハウジングの空気弁を開放し、弁から水が

出たら空気弁を閉める。
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⑤流量計の読みを見ながらつまみを調整し流量を調整。
⑥、⑦通水量を確認し、所定の通水が終了したら、ポンプを止める。
⑧ハウジングからカートリッジを取り出し回収する。
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回収したカートリッジフィルタ試料は、コンタミネーションを防ぐためビニール袋等
に梱包して保存し、重量測定後、ゲルマニウム半導体検出器等の検出部の形状に
適した容器>写真、内径&! <<@ 厚さ#-" <<@ 高さ"#-" <<のポリアセタール製容
器Bに封入して検出器に供し、放射性'(濃度を測定する。
ここで非破壊状態のカートリッジフィルタの形状は通常効率校正を行う規定容器

と異なるため、検出値にジオメトリ補正係数を乗じることで真値の算定に換算する。
ジオメトリ補正係数は、解析ソフトの設定を「検体：水、容器設定：gD+容器、高さ：

%)-" <<、密度：検体湿重量0$!*-$* I<"」とした際の値が$-$%であることが確認さ
れている。

水中の懸濁態!"#'(濃度は、
測定結果（./0OS） × 分析検体の重量（OS） × nジオメトリ補正係数：$-%$o ／

水試料重量（OS）
から求める。

懸濁物質単位重量あたりの!"#'(濃度は、
測定結果（./0OS） × 分析検体の重量（OS） × nジオメトリ補正係数：$-%$o ／

カートリッジフィルタの乾燥重量増加（OS）
から求める。
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７-４節では、水中の溶存態放射性'(の回収する「イオン交換樹脂法」について説
明する。
技術資料「環境放射能モニタリングのための水中の放射性セシウムの前処理

法・分析法、!,$"年)月発行」では、「#-*イオン交換樹脂法」に説明されている。

!!"



・陽イオン交換樹脂が、水中の溶存態'(を含む陽イオンを吸着する性質を利用
した方法である。陽イオン交換樹脂内のナトリウム基が水中の陽イオンと置換する
構造のため、塩水には適用できず、淡水にのみ適用可能な方法である。
・NH型の陽イオン交換樹脂（例えば、住化ケムテックス社製 デュオライト'D!,'N

など）を用いる。市販の浄水器や軟水製造過程で用いられている安価なものである。
kランニングコストは、$試料当たり*,,<1を使用する場合、&,,円程度である。

使用済みの陽イオン交換樹脂を再生利用すれば、ランニングコストをさらに少なくで
きる。
・初期投資は、ポンプ・樹脂を封入する$インチカートリッジとハウジング・流速流

量計およびそれらを接続するホース類、放射性セシウム濃度測定時に用いる,-*1
マリネリ容器などである。手に入りにくいものはなく、コストパフォーマンスは高いと
いえる。
・V、'H@'(などの陽イオンを取り除くだけで、水質への悪影響が全くない。そのた

め、河川等の採水現場で処理する場合には処理後の試料をそのままもとの河川へ
戻すことができる。
・通水前に試料から懸濁物質を除去しておく必要があるが、フィルターカートリッ

ジ法や積層型フィルター法を採用すれば、陽イオン交換樹脂への通水と同時に処
理を行うことができる。最大通水速度は!10分のため、!,1を処理するのに要する時
間は凡そ$,分程度である。
・操作に熟練を要する過程は少ない。
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・ポリ容器もしくはビーカー：陽イオン交換樹脂*,,<1をはかりとるため、$,,<1
ごとの標線の入った容量$1程度のものを用意する。
・送液ポンプ：ペリスタティックポンプなど。たとえば、ヤマト科学社製RH(G5Me95\

送液ポンプ ,*"!+D$,など。
・流量流速計：通水速度が上限を超えないよう監視するために用いる。積算流量

も同時に記憶できる機種が使いやすい。たとえば愛知時計社製 微少流量計
,e$,llcNなど。
・$インチカートリッジ用ハウジング：たとえばオルガノ社製フィルタハウジング

=eD# など
・$インチカートリッジ：市販のもので可。
・ホース類
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システム構成の例として、福島県環境創造センターが実施した機材レイアウトを
紹介する。
市販の散水用のワンタッチジョイントを用いて、柔軟に組み替え可能なシステムと

なっている。

写真に示した例は、
ペリスタティックポンプp（脈動防止用のハウジング）p圧力計pプレフィルター（定

量濾紙をセットした多段式フィルターブロック）
p多段式フィルターブロック（孔径,-%";<のメンブレンフィルターをセット）p溶存

態'(捕集用の陽イオン交換樹脂カートリッジ
p流量流速計 という構成。
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$- 陽イオン交換樹脂*,,<1を、１インチカートリッジに封入し、ハウジングにセ
ットする。１インチカートリッジの容積は+,,<1程度あるため、スポンジ製の
スペーサーを入れて隙間ができないようにする。

!- ペリスタポンプ等を用いて、試料を陽イオン交換樹脂に通水する。その際、
通水速度の上限は!10分とする。

#- 通水後の陽イオン交換樹脂の水分を切り、よくかき混ぜた後、*,,<1マリネ
リ容器に封入する。

%- ゲルマニウム半導体検出器で放射性セシウム濃度を測定する。
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①濃縮に使用する陽イオン交換樹脂をバット等にあけ、純水でよく洗浄する。
kホコリ等の汚れを取り除く。
②陽イオン交換樹脂*,,<1をビーカー等ではかり取り、１インチカートリッジに封

入する。
k樹脂はぬれることによって多少膨張するので、やや少なめにはかり取るとよ

い。
k図に示すように、漏斗等を使って少しずつ樹脂を投入する。流れ込みにくい

場合は、純水で洗い流すように入れるとよい。
k通水後、ハウジングを取り出す際にカートリッジのふたが開かないようにビ

ニールテープを巻いて補強するとよい（p写真の下部）。
③陽イオン交換樹脂入りの１インチカートリッジをハウジング内にセットする。この

後、純水$,1程度を通水してコンディショニングを行うとよい。
kハウジングのふたは、カートリッジがガタつかなくなるまでよく固定すること。

締めが甘いと試料水の一部がカートリッジを経由せず出て行ってしまう。
④用いる機材を正しく接続し、通水を開始する。通水開始直後は、ハウジング上

部の空気抜き栓で内部の空気をよく抜いておく。
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⑤通水速度が!-,10分以下となるよう、ポンプの回転数を調整する。
⑥通水量は、流量流速計の値を用いるか、排水受けタンク内の水の重量を測定

して得た値を用いる。
k予め空のタンクの重量を測定しておき、試料入りの重量から空タンクの重量

を引く。
⑦通水後の陽イオン交換樹脂を取り出し、ポリ袋等に入れてよくかき混ぜる。
⑧かき混ぜた後の陽イオン交換樹脂を*,,<1マリネリ容器に封入し、ゲルマニ

ウム半導体検出器による測定に供す。
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準備された試料は、ゲルマニウム半導体検出器を用いて、放射能核種を分析し
以下の式で水試料$1あたりの濃度を計算する。
水中の溶存態'(濃度>./01B ＝ （分析結果>./0OSB × 分析時の重量>OSB ／

樹脂への通水量>1B）×回収率

k通水速度を!-,10分以下にした場合、通水量",,1まで回収率$,,Uとして計算
してよい。

k測定時間の目安について。通水量&,1で、使用機材がセイコーAfrf社製
fR^#,D*,D?]の場合、検出限界は
$日測定＝$-"<./01、!日測定＝,-+<./01 程度。
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①*,,<1マリネリ容器を用いた測定を通常実施しない機関で本手法を採用する
場合、新たに標準線源を用意して検量線を作成する作業が必要となるため、初期
費用が高くなる可能性がある。

②安定セシウムをW'=DR2で測定することで、回収率を確認することもできる。

③１インチカートリッジの容積は+,,<1程度あるため、スポンジ製のスペーサー
を入れて隙間ができないようにする。（前処理手順②）

④捕集された放射性セシウム（等の陽イオン）が、カートリッジ内の上流側に位置
する樹脂に集中的に吸着されているので、通水後試料のかき混ぜは必ず行うこと。
（前処理手順⑦）
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７-５節では、水中の溶存態放射性'(を回収する５種の前処理手法の測定精度
について説明する。

!""



ここまでに示した%種の前処理手法および固層抽出ディスク法の測定精度につい
て述べる。河川水を用いて、低濃度の溶存態放射性セシウムの定量についての精
度評価試験を実施した。精度評価試験には!$機関が参加し、"種類の前処理手法
（本書で述べた４手法および固相抽出ディスク法）が採用された。各参加機関は$,1
の同一試料を#検体ずつ、濃縮および放射能の測定を行った。
全参加機関の!"#'(の測定結果はlスコア±!以内におさまり、すべての濃縮法

について良い再現精度が確認できた。
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本精度評価試験は!,$*年$,月に福島県で採取した河川水を使用した。試料中
の放射性セシウムのほぼすべてが!,$$年の東京電力福島第一原子力発電所事
故と考えられる。河橋の中央から約$!,, 1の河川水を汲み上げ、!%時間以内に実
験室で孔径,-%";<のメンブレンフィルターでろ過した。よく混合した試料を、$検体
$,1としてポリエチレン製フレキシブルタンクに取り分け、#検体ずつ参加機関に配ら
れた。検体は配送期間中を除いて測定まで冷蔵庫で保管した。
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各参加機関が採用した前処理手法は"種（=.フィルターカートリッジ、QR=、蒸発、
イオン交換樹脂および固相抽出ディスク法）であり、!$機関が合計&+の検体の分析
を行った。
各参加機関は指定された期間に濃縮、!"#'(の放射能の測定を行った。濃縮か

ら放射能の測定は、各参加機関の通常の操作手順（サンプルの保管、検出器の構
成、測定時間等）にしたがって行われた。
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各参加機関の分析結果およびlスコアを図に示す。!"#'(濃度の平均±標準偏
差（範囲）は、,-$"#± ,-,$#（,-$#$〜,-$&)）./01であった。報告値のすべてがsス
コア±!以内に入っており、先行研究（保高ら!,$*）と同様に、どの前処理手法を採
用しても精度良い結果が得られることが示された。
前処理手法の違いによる統計学的に有意な差は確認できなかった（イオン交換

樹脂法を除く４手法について一元配置分散分析、4 t,-,,"）。
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本精度評価試験に使用した全検体を、同一検出器で測定した時（測定時間は
%#!,,秒）の$#*'(の検出下限値の範囲をグラフに示した。

前処理手法によって検体の形状が異なるため、同じ測定時間でも検出下限値が
異なり、結果的に測定精度に違いが生じることがわかる。

前処理手法の選定には、コスト、時間と合わせこちらの情報も参考にされたい。
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本精度評価試験により、ここまでに紹介したどの前処理手法を採用しても、淡水
中の低濃度溶存態放射性セシウムについて、精度良く測定できることが示された。
これは、蒸発濃縮法やQR=法など従来よく採用されてきた前処理手法だけでなく、
!,$$年の福島原子力発電所事故後に新たに開発された=.カートリッジ法なども同
様である。
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